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宮下 一郎 内 閣府 副 大 臣 





第 4 次 安倍 ・ 第 2 次 改造 内 閣 発足 に 伴い 、9 月 
13 邊 ほど 競 仙 き れ だ 理 也 万 郎 副 内 医 に 。 意気 
込み や 金融 行政 へ の お 考え 等 に つい て お 聞き 
| 且 の 











イン タビ ュー の 概要 
日 本 経済 の エン ジン で ある 金融 を 

し っ か り 前 に 進め る 
事業 承継 な ど 地 域 金 融 機関 の 役割 は 重要 
る を 「 つ みた て NISA」 で 長期 ・ 分 散 投資 を 
趣味 は 写真 と 手品 
今 は 激動 の 時 代 。 歴 史 に 名 を 残す チャ ンス 軒 


ー 宮下 一郎 内 閣府 副 大 臣 (金融 担当 ) 一 

昭和 33 年 8 月 生ま れ 。 平成 3 年 、 防 衛 店 

記 居 だ っ で 結合 平 計 の 滋 苦 品 ほ ギ 

成 15 年 11 月 に 初 当 選 後 、 財 務 副 大 臣 、 衆 

議院 財務 金融 委員 長 等 を 歴任 。 座 右 の 銘 は 
「 誠 実 ] 「 着 眼 大 局 着手 小 局 」 































































































ーーー 9 の 73 万 、 尼 ズ 尾 に ご 決 存 さま ん を た が 父 の 宮下 創 平 は 、 政 治 活動 の 後半 は 自民 党 税制 調査 
今 の 節 大 み あ 奉 苑 ちろ を 数 そ て 末 さ の 。 会 で の 活動 に 力 を 入れ て いま し た 。 私 も 財政 、 税 制 
そし て 金融 を ずっ と 勉強 し て きま し た 。 初 当選 は 平 
まず 、 今 般 の 台風 19 号 や 台風 15 号 な ど に より 被 成 15 年 で す が 、 最 初 に 希望 し て 配属 し て も ら っ た の 
災 さ きれ た 皆様 、 豚 コレ ラ の 発生 に より 被害 を 受け ら は 財務 金融 委員 会 で 、 選 挙 後 初 の 国会 で 、 当 時 の 谷 
れ た 事業 者 の 皆様 に 対し て 、 心 より お 見 舞い を 申し 垣 財務 大 臣 に 質問 させ て も ら っ た の が 思い 出 深い で 
上 げ ま す 。 とりわけ 台風 19 号 の 被害 は 極め て 広範 囲 す 。 
に 及 ん で お り 、 い まだ 多数 の 方 が 避難 生活 を 続け て 
いら っ し ゃ いま す 。 引き続き 、 被 災 状 況 の 実態 把握 その 後 、 政 府 に お いて は 財務 大 臣 政務 官 や 財務 語 
を 進め 、 被 災 者 へ の きめ 細か な 支援 対応 を 行っ て ま 大臣 を 、 国 会 で は 財務 金融 委員 長 を させ て いた だ き 、 
USMEN 党 に お いて も 財務 金融 部 会 等 で 活動 し た り 、 金 融 調 
査 会 の 企業 会 計 小 委員 会 の 小 委員 長 も 務め させ て い 
今般 、 内 閣府 副 大 臣 を 拝命 し まし て 、 広 い 担 務 の た だ きま し た 。 議員 連 盟 の 活動 と し て は 、 証 券 市 場 
ご 指示 を いた だ きま し た 。 金融 担当 の 副 大 臣 と し て 、 育成 等 議員 連盟 の 事務 局長 と いう こと で 、 岸 田 文雄 
また 西村 康 稔 大 臣 を お 支え する 担 務 と し て は 経済 再 会 長 を 支え 、 証 券 業 界 の 皆様 と も 常に コミ ュ ニ ケー 
生 や 全 世代 型 社会 保障 改革 、T P P の 国内 対策 等 々 、 ショ ン を 取り な が ら 、 勉 強 を 続け きま し た 。 
様々 な 分 野 を 担当 させ て いた だ く こ と こと に な り 、 そ の 
範囲 の 広 さ を 改め て 実感 し て いま す 。 それぞれ の 課 それ だ け に 、 今 回 金融 庁 を 担当 する 副 大 臣 に 任命 
BI 付属 UMG IIG 昌 だ いさ 人 ス 直 の 天 75 こら en の 0 時 に の 0 0 こし い 思い 
きい と 感じ て いま す 。 まし 語れ まで 星 の だ を 中 まま ZI 正 柱 の お 
力 を お 借り し な が ら 、 日 本 経済 の エン ジン で ある 金 
私 は これ まで 、8 年 半 の 銀行 員 生活 、12 年 間 の 秘 融 を し っ か り 前 に 進め る た め に 頑張 っ て いき た いと 
書 や 秘書 紀 と し て の 生活 を 経て 議員 に な り ま し た が 、 思っ て いま す 。 ] 
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ーー 大 方 勤 学 克 成 炒 任 然 と ん て る 更 記 な ま き 女 記 
上 と な っ て いぼ まず が 、 大 好 の 少 を を 導 め て い ぐ を た 
め に 、 ど の よう 益 成 髪 グ 必要 と お 考 そる で ん ょ うみ 


私 は 、 党 で は 経済 産業 部 会 長 を させ て いた だ いた 
り 、 中 小 企業 ・ 小 規模 事業 者 政策 調査 会 等 の 役職 を 






































も う ひ と つ は 確定 拠出 年 金 の 運用 の あり 方 と し て 、 
で きる だ け 安 定 し た リタ ー ン が 得 ら れる 商品 を 金融 
業界 に 提供 いた だ き 、 そ れ で 長期 ・ 分 散 で 年 金 を 運 
用 て CW く と AU いう に と か 必要 だ と 思い ます お 





























証券 市 場 育成 等 議員 連盟 で は 、 海 外 の 資本 市 場 、 





























通じ て 、 地 域 の 経済 を 実際 に 担う 企業 の 皆さん の 応 
援 を する 活動 も し て まい り ま し た 。 そ の 中 で 、 事業 
承継 税制 の 拡充 に より 、 未 上 場 企業 や 個人 事業 主 の 
皆さん の 事業 承継 を 税制 面 で 支え る 新た な 仕組 み づ 
< に ES US 0 

































































事業 承継 は 、 地 域 の 企業 に と っ て は 大 き な 課 題 に 
な っ て いま す 。 人 の 面 で の マッ チン グ や 、M&A を 
通じ た 事業 継続 な どい ろ ん な 形 が あり ます が 、 地 域 
金融 機関 の 皆さん が アド バイ ザー、 サ ポー ター と し 
iQ 関 5 いた だ た だ た く の 8 全車 暴 な こと た だ と 中 
ます 。 ま た 、 事 業 承継 を 契機 に 新た な 事業 や 経営 革 
新 に 取り 組む と いう 事例 は た くさ ん あり ます の で 、 
それ を 支え て いた だ く こ と も 、 地 域 金融 機関 の 皆 さ 
ん に 期待 され る 役割 で す 。 

































































私 の 地元 の 長野 県 で も 、 信 用 金庫 、 信 用 組合 、 地 
方 銀行 、 政 府 系 金融 機関 、 信 用 保証 協会 な ど が 、 企 
業 に 寄り 添う 形 で 支援 を し て くだ さっ て お り 、 連 携 
区 が が りう まく いる て いる の で 恋い が る と 慎 い まず 。 
































ーー 局 恒 の 太 さ ん の 意 産 好 成 が ズム ー ズ に た に 着 み 
ご と る 講 愛 み と 学 いま ず 。 今 基 ど の よう な 馬 才 人生 以 
DHER IY が i 要 と お 考え で し ょ うか 。 


足下 の 低 金 利 時 代 に お いて は 、 経 済 全体 が 成長 し 
て も 、 そ の メリ ッ ト が な か な か 国民 の 皆さん に 返っ 
SUSKINM 主 まい NE 人 NIS SI の 6 
感じ ます 。 も ちろ ん GP |1F の 運用 等 を 通じ て 、 経 
済 の 発展 は 年 金 財 政 の プラ ス に も な っ て いま すし 、 
経済 成長 は 税収 増加 や 社会 資本 充実 に も つなが っ て 
いま す が 、 資 産 形成 の 面 で は 、 こ れ ま で 以上 に 経済 
発展 の 果実 を 個人 の 皆さん に も 享受 し て いた だ く 仕 
聞 還 の 0 2 ICOK GIIIG 9 














































































































OK つの 比 は の つの た だ た CNII SA |I だ と 思い 
NN RSS RAN SA = IN NES 
A も 含め て 、 個 人 の 皆さん の 資産 形成 を 応援 する 仕 
組み で す が 、 特 に 長期 に わた っ て 分 散 投資 を する と 
いう 形 が これ か ら 重 要 で は な いか と 思い ます 。 






























































NZ 








産 形成 の あり 方 を 日 本 と 比較 する 勉強 を し まし た 。 
メリ カ や オー スト ラリ ア で は 。、 多く の 年 金 資産 が 
資 信託 等 を 通じ て 資本 市 場 を 支え 、 そ し て その 成 
款 上 内 珠 り クニ ン こ 0 OOE くく ろ ら こり) 上 2 の | 
ERN Am 2 人 | 0 の 生 の 2 の 生 | に SE 
で この ルレ トド が まだ まだ 朋 細 で め る と いう いう に 

上 奥 る で い 誤 写 。 
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ここ を 厚く する た め に は 、 金 融 教育 や 就職 し た と 
きく を 通 D 0( て うし た 還 用 完 選 つい 
きち ん と し た 情報 を 提供 し て 、 長 期 ・ 分 散 運 用 の メ 
リッ ト を ご 理解 いた だ く こ と が 重要 で す 。 同時 に 、 
政府 が 「 つ みた て N 1SAl」 の よう な 仕組 み 等 で 資 
産 形成 を 応援 し て いる こと を 多く の 皆さん に 分 か っ 
で い た だ いた 挟 で 、 こ の / 四 油 宮 ご 滴 周 い 交 だ く ぐ こ 
名 。 選 て る 5 基調 公 こと だ と 上 息 い 評 。 



























































人 交 感 サー ビス の 遷 談 の 方 に あら た な 廊 葵 
芝 統 ゲス っ て ぐる 、 い あめ る フィ ァ ン テッ グ ク に つい て 
ご 九 か ら の 戻 塵 な ど と お 考え を お か ダダ た さい 


フィ ン テ ッ ク に より 個人 や 企業 の ニー ズ に 合っ た 
間 WUO 旦 に ビス が 選 代 さき 所 る 上 うつ に ん る こい つこ と 
は 、 経 済 活性 化 や 利便 性 向上 に 大 き な 意 味 が ある と 
ビン MUSE m 











(写真 : イン タビ ュー の 様子 ) 





一 方 で 、 資 産 を 守る た め に 、 こ れ ま で 金融 機関 に 
お いて 膨大 な シス テム 投資 が あっ た と いう 土台 が あ 


















































今 の 日 本 は 歴史 上 は じ め て 急速 に 人 口 が 減り 始め 
て いる 、 歴 史上 の 大 転換 期 で あり 、 一 方 で 人 生 100 








る こと は 忘れ て は な ら な いと 思い ます 。 信頼 性 を 確 
保 し な が ら 利 便 性 向上 の た め の 仕 組み を どう 作っ て 
Lv く の か 、 コ スト 負担 を どう する の が を 含め で 、 

し っ か り 議 論 を し な く て は 、 持 続 可 能 な も の と は な 
670UNG0UOS の 



























































号 資産 の 流出 事件 も あり 、 サ イ バ ー セ キュ リ 
ティ の 観点 か ら の 配慮 も 必要 で す の で 、 安 全 性 の 確 





年 時 代 と 言わ れる 長寿 社会 に も な っ て いま す 。 そ こ 
で 、 我 が 国 の 歴史 ・ 文 化 ・ 技 術 ・ 国 土 等 、 多 く の 素 
晴らし いも の を 受け 継ぎ 、 持 続 可能 な も の に し て い 
く た め に は 、 逆 に 大 きく 変わ ら な けれ ば な ら な い 時 
妨 と 思い まり 9 。 所 き 方 も 語ら U 方 も 開く で いか な けり 
JIaWINSMANIA USI2NUS 斉 3 テ UCBIBESS ど la 
活躍 社会 を 実現 し 、 元 気 な 高齢 者 の 方 に は 支え る 側 
(ご 回 つつ で る ゆう を いう と と も る 多 叶 で 宣 。 AA Tl や 回 
















































































保 と 利便 性 の 確保 を どう する の か 考え る こと が 必要 
で す 。 ま た 同時 に 、F ATF や マネ ロン へ の 対策 を 
だ の 人 条 200UO く か と いう 介 上 も 車 要 で す 








社会 全体 を デジ タル 社会 に する の は 今後 の ある べ ベ 

き 芳 向 だ ど 団 いき すす 。 そ の | と う セ テテ ョ リティ を 
確保 する の か 、 マ イナ ン バ ー の 活用 も 含め て デジ タ 
ル 技 術 に よっ て 個人 の 利便 性 を どの よう に 高め て い 
く の か が 重要 で す 。 安 全 性 を 確保 し な が ら 利 便 性 も 
向上 させ て いく 、 そ うい う 大 き な 転 換 を し て いく 時 
睦 記 来 で くま て それ を と この よう に 肝 玉 あし (で 支 
IGG の 才 0000000B GU 




















ーー 虹 大 尼 が 局 窟 基 秦 ・ 有 治 察 こ な ろう と 錠 か 
刀 た まっ か げ と 、 項 仙 少 動 を 逆 ど て 互 具 さ 九 る る の 
を 教 そ て ぐだ さい 。 











平成 3 年 11 月 に 父 が 防衛 庁 長 紀 と な り 、 銀 行 を 辞 
め て 父 を 補佐 する た め に 政治 の 世界 に 飛び 込み まし 
た 。 以来 、12 年 間 父 を 支え 、 世 の 中 が 大 きく 変わ る 、 
変わ ら ざ る を 得 な いと き 、 政 治 の 果たす べき 役割 は 
非常 に 大 きい と 感じ 、 人 生 を か け て や る に 値する 仕 
事 だ と 感じ まし た 。 そ こと で 、 父 が 引退 する 平成 15 年 
2 肉感 だ 
























































ミ : 執務 の 様子 ) 
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IRODn クン ンー 0 請 用 NG SIONG 6 
5.0、 デ ジタル 社会 を 実現 し て 、 少 人 数 で も 、 よ り 
便利 な 世の中 に し て いく と いう 転換 を 図ら な けれ ば 
AKA NN で の EGG と くら さ の の に 
つい て は 、 外 国人 の 皆さん に も サポ ー ト し て も ら う 
Ua と も りり SN に の )() 思 の 昌 ⑳ 代 
組み を 大 きく 変え て いく こと が 必要 な 時 期 で す 。 







































































評 窟 、 人 回 ほほ つい で 見 で みる と 、 澤 扇 崎 供 誠 で 選 
人 口 が 3 千 数 百 万 人 だ っ た の が 、 明 治 初期 か ら の 
40 年 ほど で 1 億 2800 玉 人 まで 急速 に 増加 し まし 
た 。 こ の 急激 な 人 口 増加 と と も に 起こ っ た の が 東京 
一 極 集 中 で す 。 一貫 し て 、 東 京 と その 周辺 に 全国 か 
ら 人 が 集まる と いう 構図 が あっ て 、 そ れ は 今 で も 続 
いて いま す 。 こ の 流れ を 転換 し 、 地 域 で いろ いろ な 
発展 の 花 を 開か せ て 、 若 い 方 の 活躍 する 場 を 増やし 
て 、 全 国 各 地 が それ ぞ れ の 特色 を 生か し た 発展 を す 
る AN 国語 あいの る 04 002 6 思い 
ます 。 も う ひ と つ 人 口 減少 を 乗り 越え る 施策 と し て 
は 、 い わ ゆ る 「 関 係 人 口 」 「 交 流 人 口 」 を 増やし て 
いく こと が か 慎 棋 で すす 。 聞 方 ど 逆 方 、 許 耐 選 逆光 。 い 
ろ ん な 人 が 行き 来 す る 中 で 、 お 互い の 地域 を 盛り 上 
6 知 放 中 千 つい 000C く 0 そう し た こと の 
この 日 本 全体 を 活性 化 さ せ て いき ます 。 









































































































































さら に 、 イ ン バ ウ ンド 観光 に 本 腰 を 入れ る こと も 
次 要 だ と 思い ます 。 訪 目 外国 人 は 去年 は 3 手 理 人 で 
か 生来 年 は スリ トク ピク ペペ ラリ トク を 契機 
と し て 4 千 万 人 、2030 年 に は 6 千 万 人 を 目指 す 計 画 
0 語 S0USSSS0UUOMN000512020200 で お の 
宿泊 施設 、 食 事 や 体験 の 場所 の 確保 や 、 外 国人 向け 
の 5 人 2 クル ンー ン ョ ヨン の クタ 言明 作 も 必要 に 0 り ま 9 
多く の 皆さん に 来 て いた だ く と すれ ば 、 既 存 の 観光 
地 だ け で は 不可 能 な の で 、 今 まで 外国 の 方 が 来 て い 
な い 地 方 に こそ 、 人 の 流れ を 作っ て いく こと が 必要 
で す 。 地 方 へ の アク セス の 確保 を は じ め 、 や る こと 
が た くさ ん あり ます 。 私 の 地元 で は 、 三 遠 南 信 自 動 











































































































車道 と いう 、 長 野 県 ・ 愛 知 県 ・ 静 岡 県 を つなぐ 道路 
を 建設 し て いま す 。 さ ら に 、 リ ニア 新幹線 の 開通 を 
目指 す な ど 、 
加え て 、 今 回 の 台風 災害 を 含め た 自然 災害 に 対応 す 
る た め に も 、 更 な る 国土 強 利 化 を 図っ て いか な けれ 
ば いけ な いと 思い ます 。 




















































































































NR ER 日 本 全体 が バラ ンス 
よく 、 人 口 減少 の 中 で も 元気 に 発展 する に は 、 ま さ 
ンー 逆 に 言 
えば 、 今 頑張 れ ば 将来 に つなが り 、 花 が 開き ます 。 
今 は 種 を 時 く 時 期 だ と も 言え る と 思い ます 。 これ ほ 
ど や り が い の あ る 時 期 に 、 政 治 家 と し て 議席 を いた 
SAIGUN2O の 20200 有 0 2 2 5 eo 
ます 。 皆 さん と と も に 元気 な 日 本 、 世 界 の 発展 に 真 
朋 NIG き る 目 本 を 作 う くい きた だ いと 思い ます 




















万 の 弟 茂 の みみ 、 チ ン と チン の 幼 ク 攻 そ 


や P 故 三 の ノ フン ッシュ どの の よう に ご さて いぼ チク グッ 


まま つり に ポラ パル KNUNOe9 カ 人 習 に 6 
は 四季 折々 の 風景 も 花 も あり ます し 、 そ れ ら を 写真 
還 計 0 の SU の の 全 U の 000 00 上 
が ある と き は 家内 の 運転 で あちこち 行っ て 、 家 内 は 
Kiz ホ GA ミラ ョ レス バカ バン ラ 0C 朝 つ ( 歩 so 

多い で すね 。 


また 、 手 品 を 3 歳 頃 か ら 始め て ずっ と 趣味 で や っ 
て いる の で す が 、 最 近 で は 敬老 会 と か 結婚 式 と か で 
RNN また 地元 の 
飯島 町 に マジ ッ ク ク ラブ が あ 発表 会 が 時 々 ある 
9 2 二 i 
中 つた し で いま すり |「( 穴 ) 

















蒙 亡 に 、 屋 必 の 大 さ ん や ヤ 交 融 導 大 の 盛 情 の 
克 さ ん に メッ ダー ジ を あ 硫 いん まみ 


今 は 時 代 の 大 き な 転 換 期 で す 。 こ れ は ビジ ネス の 
視 会 で ⑥ 言 えば 夫 き な ビン ネス チャ ンス で まし 、 い ろ 
ん な 面 で と て も や り が い の あ る 時 代 で ある と 思い ま 
剖 。 モモ ひび で て 所 の 性 立 誤 で 刀 を 泊 し で いた た 
いて 、 地 域 を 、 日 本 を 、 あ る い は 世界 を 良く する 方 
向 史 。、 新 し いこ と 協 々 pp ジ ジジ し で い 誠 窟 き 療 い 恋 
UNES SE 




















[や る て で みさ まう | 0520720 NO A 
な る | | め あり の まま に に こう いう 4 つの 持ち 


交通 イン フラ の 整備 を 頑張 っ て いま す 。 











上 伊那 郡中 川村 渡 場 
: 上 伊那 郡 箕 輪 町 も み じ 湖 撮影 : 宮下 副 大 臣 
































下段 
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を 持っ て いる 人 が 幸せ を 感じ る と 、 和 幸福 に つい て 研 
究 さ れ て いる 慶應 義塾 大 学 の 前 野 隆司 先生 が 仰っ て 
9 ま 0900 還 語る の IS の 0 の all と 
いう 心持ち で 、 自 分 を 大 切 に 、 周 り の 皆さん に 感謝 
を し な が ら 力 を 合わ せ て 取り 組め ば 、 み ん な が 幸せ 
RU 700052IHUBUCWSSGIUE2 レン PGI の 
NaSOI 






































「 自 分 が も し 、 明 治 維新 の 前 後に 生ま れ て いれ ば 
あの 幕末 の 志 上 の よう に 活躍 し 、 歴 史 に 名 が 残っ た 
か も し れ な い 。 戦後 の 焼け 野原 に 生ま れ て いれ ば 、 
松下 幸之助 や 本 田 宗 一 郎 の よう に 名 を 残す 活躍 が で 
は 交 た 5 叫 の (UMOSUN 還 こ 0 まつ 証 (昌和 と の あめ AU の たつ | あ oy 
ば 、 そ の 方 に 、「 そ の 激動 の 時 代 は まさ に 今 な の で 
す 」 と 、 ぜ ひ 言 いた い 。 今 、 新 し い 世 の 中 作り に 汗 
を か け ば 、 そ れ は 必ず 将来 に 花開く し 、 ま さ に 歴史 
同省 を 燈 の チャ ンス の 用 の うつ で いま の の ルル た ャ シン 
ス 。 そ うい う 新 し い 取 組み を みん な で 応援 する 。 地 
域 の 金融 機関 の 皆さん に も そう いっ た 思い を 持っ た 
ee くだ さき 96 あ のり 0 AGU 9 



































(イン タビ ュ ア ー : 広報 室長 和田 良隆 ) 
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政策 解説 コー ナー 


















































(※ 本 稿 に お いて 意見 に 係る 部 分 は 筆者 の 個人 的 見 解 で あり 、 所 属 組織 の 見 解 を 示す も の で は あり ませ ん 。) 


毎年 10 月 4 日 は 投資 の 日 。 今 年 も 昨年 に 引き 続き 、 日 経 COBC「 マ ー ケ ッ ト ・ レ ー ダ ー」 に 三浦 知宏 
金融 庁 総合 政策 監理 官 が 出演 し 、「 資 産 形 成 を 支援 する 環境 整備 ] と 題し 、 家 計 の 安定 的 な 資産 形成 に 
向け た 金融 庁 の 施策 と し て 、 つ みた て NISA の 整備 ・ 普 及 に 関す る 取組 みや 、NISA に 関す る 令 和 2 年 度 税 
制 改 正 要 望 の ポイ ント に つい て 解説 し まし た 。 

聞き 手 は 日 経 CNBC 経 済 解説 副 委 員 長 の 直 居 敦 さ ん に 務め て いた だ き 、 対 談 形 式 で 進め られ まし た 。 
概要 に つい て 以下 の と お り 紹 介し ます 。 















































































































































= 1 
キナ う の ^* 政 が 恵 ” 


育 産 形成 を 凛 援 する 項 境 太 信 | 


/ 
7, 


武 レー ター | 資産 形成 を 支援 する 環境 整備 


| マジ ダッ | | きょう の " 我 が 事 











( 直 居 さん ) 
三浦 さん は 昨年 10 月 4 日 の 「 投 資 の 日 | 以来 、2 回 目 の ご 出演 と な り ま す 。 資産 形成 を 支援 する 環境 整備 と い 
300 この に つい 0 衣 表 の 理 席 の が 0 mA SG い 2 ポ イン トド はめ US すう の が ( 
三浦 ) 
4 で も 取り 上 げ ら れ て いた よう に 、 資 産 形 成 を 「 我 が 事 ]」 と し て 捉え る 方 が 、 特 に 若い 方 々 を 中 
心 に 増え て き て いる の で は な いか 、 と 感じ て いま す 。 こ ちら の グラ フ に ある 通り ( 表 1) 、 投 資 未経験 者 で 
あっ て も 、 世 帯 年 収 に か か わら ず 、 資 産 形 成 の た め の 投 資 の 必要 性 を 感じ て いる 方 の 割合 は 30 一 40% 台 と 高い 
で す 。 し か し 、 投 資 の 必要 性 は 感じ て いて も 「 ま と まっ た お 金 が な い 」 「 十 分 な 知識 ・ 経 験 が な い 」 な どの 理 
貼 で 、 二 の 足 を 踏ん で し まっ て いる 方 も 多い で す 。 金融 庁 と し て は 、 こ うし た 方 々 が 少額 か ら の 長期 ・ 積 立 ・ 
分 散 投 資 を 始め 、 そ れ ぞ れ 適 切な か ポートフォリオ を 構築 し て 
いく と と 裕 亡 遂 し て いき い と 思っ る で い 誤 。 















































































































































( 表 1) 

































































( 直 司 き ん ) RT iia 

資産 形成 の 第 一 歩 と し て は 、 ま ず 長 期 ・ 積 立 ・ 分 散 投 資 が (%) Rs 
る いい EE EY w 51.8% 

(= 肌 ) ー Se 40.0% 
40 37.1% 2 
投資 手法 は いろ いろ あり ます が 、 特 に 投資 未経験 者 や 慣れ に UN 

て いな い 方 々 に 対し て 、 リ スク を 抑え な が ら 効 率 的 に 投資 が 

で きる 、 少 額 か ら の 長期 ・ 積 立 ・ 分 散 投資 を お 勧め し た いで 
MM AN 6 
的 な 指数 に 過去 20 年 間 毎月 1 万 円 ずつ 積立 投資 し た 場合 、 に 























世帯 年 収 < ふ や SNS AN SE ふぐ < 
上 に に た と に に に 人 
人 


A3 Ns 
Pe Z っ 


リー マン ショ ッ ク を 経て 落ち 込ん だ 時 期 は あり ます が 、 ど の 
指数 に 投資 し て も 、 良 好 な パフ ォ ー マ ンス と な っ て いま す 























(※)「 非 常に 必要 性 を 感じ る 」、「 や や 必要 性 を 感じ る 」 と 答え た 人 の 




















( 表 2) o ご の し た 長期 上 積立 “ 分 散 投 資 に EY ト じ 交 所 0 合計 値 
度 が 「 つ みた て NISA] で あり 、 投 資 家 の 皆様 に は 有効 活用 し (出典 )QUICK 資 産 運用 研究 所 調べ 「 個 人 の 資産 形成 に 関す る 意識 
て | 攻 し いと 患い 本 調査 」(2018 年 11 月 ) 

( 直 居 さん ) 




















日 経 平 均 は 相対 的 に 良く な か っ た の で す が 、 積 立 投 資 を すれ ば 、 米 国 の 次 くら い に あ る と いう と ころ が 面白 い 
と ころ で すね 。 さ て 、2018 年 1 月 か ら 始 まっ た 「 つ みた て NISA」 、 実 際 の 口座 数 な ど は どう な っ て いま すか ? 






































(三浦 ) ( 表 2) 
本 年 6 月 末 時 点 の 数 字 で は 147 万 口座 、 RA 







































































































































































億 円 と 、 順 調 に 伸び て いま す 。 世代 別 で みる 一 般 eee RCC は 
N MA シニア な 層 を 中 心 に 利 れ て いる 人 (期間 : 1999 年 10 月 末 へ 2019 年 9 月末) 
に 対し 、 つ みた て NISA は 20 て 40 代 の 比較 的 若い 方 々 600 
0 こ 利 さ UE 還 計 0 2 と 素 っ 交 計 積立 額 一 日経 平 均 一 S&P500 一 FTSE100 一 -MSCI ACWI a00 
人 答 を 持っ て いる 2 方 か 少な い い 方 くに と っ て っ つっ みた て Es 日 経 平均 
NIS が (SMOBNMIO の 0 で が が 0 3 4 1 
ちな み に 、 本 年 3 月 末 時 点 と 6 月 末 時 点 の 比較 で も 、20 866 と に で 
代 の 増加 率 が 18.8% 増 と 、 世 代 別 で は 最も 大 きく な っ て う 311 万 
いま す 。 他 方 、60 代 以上 の 伸び も 12.3% と 決し て 低い 訳 や” ee 
で は な く 、 シ ニア な 方 々 に も 利用 が 広がり つつ ある こと 100 240 万 円 
0 の i 
( 直 居 き の 1999 年 10 月 2003 年 10 月 2007 年 10 月 2011 年 10 月 2015 年 10 月 0 
と いう こと で 、50 代 の 私 も 2018 年 か ら つ みた て NISA nA 
を 始め て いる わけ で す 。 一 方 、 相 場 自体 は 上 下 し 、 難 し な お 、 税 金 ・ 手 数 料 等 は 考慮 し て いな い 。 - 














い 状 況 だ な と 思っ て いる の で す が 、 つ みた て NISA の 口 










































































万 必 合 び ⑦ で いび 。 と の 診 詩 つい で どう 肝 え で いす ( 表 3) 
か ? NISA 制 度 の 恒久 化 ・ 延 長 要望 
(三浦 ) 
口座 数 の 増加 に は 様々 な 理由 が ある と 思い ます が 、 や 皿 = ai 





より 資産 形成 に 関心 を 持っ て いた だ く 方 が 増え て いる の 
で は な いで し ょ うか 。 金融 庁 も 様々 な イベ ント や 動画 の 5 
作成 等 を 通じ た 広報 活動 を 行っ て いま す 。 そ の 際 に は 、 a 
「 つ みた て ワニ ー サ 」 の ぬい ぐる みや クリ アフ ァイル と 25 










































































いっ た グッ ズ も 活用 し て いま す 。 ウ 
( 直 居 さん ) 5 
(スタ ジオ で は ) つみ た て ワニ ー サ も 控え め に 主張 し ロ 








て いま す が 、 こ ちら の キャ ラク ター も 大 分 お 馴染 み に 55 間 
な っ て きま し た 。 2 

つみ た て NISA の 口座 数 は 伸び て き て いる と は いえ 、 
NISA は 時 限 措置 と な っ て いま す 。 税制 改正 要望 の 時 期 で も あり ます が 、 行 政 と し て 課題 に つい て 、 ど の よう に 
史 で ゆい 記 すか 7 


(三浦 ) 
資産 形成 は 生涯 に わた っ て 行っ て いく も の で ある こと を 踏ま える と 、 現在 時 限 措置 と な っ て いる NISA 制 度 を 
将来 的 に は 、 英 国 の ISA と 同様 に 恒久 化し 、 制 度 の 安定 性 を 確保 し た いと ころ で す 。 特に 「 つ みた て NISAl 【 
つい て は 、2018 年 か ら 開 始 し た 人 は 40 万 円 x 20 年 間 で 800 万 円 の 投資 が で きま す が 、 来 年 (2020 年 ) か ら 投 次 
を la の 9 志和 (0 訪問 RI9 人 年 癌 6 り 20 月 問 が 限 際 が 0089 0 だ か っ で 漂う つた で NSA いで 
は 、 投 資 の 開始 時 期 に か か わら ず 20 年 間 の 積立 期間 が 確保 され る よう 、 制 度 期限 の 延長 を し っ か り と 要望 し て 
いき た いと 思い ます ( 表 3) 。 

その 他 「 つ みた て NISA 奨 励 金 の 非課税 措置 ] を 要望 し て いま す 。 これ は 、 企業 の 従業 員 が つみ た て NISA を 
行う 際 、 福 利 厚 生 の 一 環 と し て 、 BMZSBHESSP ま の の ジー に 
奨励 金 を 出し て あげ る と 、 単 に 給与 天引き を 行う 場合 に 比べ 、 従 業 員 に と っ て つみ た て NISA を 利用 する 大 き な 
イン セン ティ ブ と な る と いっ た 主査 も あり ます 。 和 

金 に は 従業 員 の 積立 投資 へ の 背中 を 押す 効果 が ある 一 。 (表れ 
方 これ は 給与 所 得 と し て 課税 され ます 。 し た が っ て 、 て ドー バー ニー 
その 部 分 に つき 、 非 課税 に し て 頂き た いと いう も の で 
9 上 ( 表 4) 。 
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( 直 ) さん ) 企業 ② 申 出 従業 員 
特に 中 小 企業 の 場合 、 従 業 員 を 支援 し た く て も 、 負 半量 全 す 3 っ 2 た て NeA の 
相 和 0Us2N の SIGN の (0 0 JO 少 仙 で 5 





ン セ ンチ テイ ア に な る と 、 動 きか 頒 わ っ くく る か も し れ 
な いで すね 。 そ ん な 動き も 今年 の 税制 改正 要望 に 
を いる あと いう と と で すず す 。 

資産 形成 に 関し て は 、 ま だ まだ 伺い た いこ と は あり 
ま の が 本 目 ( ま 土浦 き SA あり が と うに こさ いま | た 


③ 奨 励 金 を 支給 

















(現行 ) 給 与 所 得 と し て 課税 
i 
(要望 ) 毎 月 1,000 円 を 限度 と し て 非課税 
































政策 解説 コー ナー 





| 


課長 補佐 定 森 俊則 


(※ 本 稿 に お いて 意見 に 係る 部 分 は 筆者 の 個人 的 見 解 で あり 、 所 属 組織 の 見 解 を 示す も の で は あり ませ ん 。) 










































































金融 庁 及び 証券 取引 等 監視 委員 会 で は 、 本 年 7 月 29 日 、「 イ ン サ イダ ー 取 引 規制 に 関す る 0 & A」※ 
(以下 「Q&A」) の 改訂 を 公表 し まし た 。 本 稿 で は 、 こ の 改訂 の 背景 及び その 概要 等 に つい て 紹介 し 
ます 。 





改訂 の 背景 

一 般 に 、 上 場 会 社 に お いて 、 会 社 の 重要 事実 を 知る 特別 な 立場 に ある 役職 貞 等 が 、 そ の 公表 前 に 当該 
会 社 の 株 取引 等 を 行う こと を イン サイ ダー 取引 と いい ます 。 こ うし た 取引 が 横行 する と 、 重 要 事 実 を 知 
ら な い 一 般 投資 家 は 著しく 不利 に な り 、 証 券 市 場 の 公正 性 ・ 信 頼 性 が 損なわ れ ま す 。 証券 市 場 が 十分 に 
機能 を 発 押 する た め に は 、 こ の よう な 人 不 公正 な 取引 の 抑止 を 図る 必要 が ある た め 、 イ ン サ イダ ー 取 引 規 
制 が 設け られ て いま す 。 


本 来 、 投 資 信託 や ETF を 含む 株 式 投資 等 は 、 安 定 的 な 資産 形成 の 観点 か ら 有 効 に 活用 され る べき も 
の で す 。 し か し 、 一 方 で は 、 投 資 に 関す る 近年 の アン ケー ト に お いて 、 企 業 の 役職 員 で 投資 を 経験 し た 
こと の な い 人 の 割合 は 決し て 少な く な い ほ か 、 イ インサイダー 取引 規制 が 正確 に 知ら れ て いな いこ と や 社 
内 規則 の 定め 方 に より 、 問 題 な い 取 引 ま で 抑制 され て いる の で は な いか と の 指摘 も あり まし た 。 日 本 取 
引 所 自主 規制 法人 等 に よる 上 場 会 社 の 社内 規則 に 係る アン ケー ト 調 査 等 に お いて も 、 そ の よう な 課題 が 

WIG き た こと が か が ら 0 9 AI の 抜本 的 な 見 直 罰 を 栓 る こと と また 


アン ケー ト 調 査 で は 、 取 引 類 型 や 取引 主体 の 役職 等 に 応じ て 、 イ ン サ イダ ー 取 引 の 未然 防止 に 必要 な 
社内 手続 き を 定め て いる 会 社 が ある 反面 、 特 に 問題 の な い 株 取引 (重要 事実 を 知ら な い 非 取引 先 の 株 
等 ) も 含め 、 一 律 に 許可 制 等 に し て いる 会 社 も あり まし た 。 

( 図 1、 2 参照) 


































































































図 1 上 場 会 社 に お ける 役職 員 の 自社 株 売買 の 規則 図 2 上 場 会 社 に お ける 役職 員 の 他社 株 売買 の 規則 
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( 図 1 注 )「 一 律 」 は 役職 員 一 律 の 意味 。 数 字 は 概数 。 飼 


( 図 2 注 )「 一 律 」 は 取引 先 株 ・ 非 取引 先 株 一 律 の 意味 。 数 字 は 概数 。 
(出典 ) 日 本 取引 所 自主 規制 法人 ほか 「 第 4 回 全国 上 場 会 社 イ ン サ イダ ー 取 引 管理 アン ケー ト 」(2016 年 10 月 ) よ り 金 融 店 作成 。 














※ 本 年 7 月 29 日 公表 |「「 イ ン サ イダ ー 取 引 規制 に 関す る Q&Al」 を 分 か りや すく 改訂 し まし た ! 」 『 
(https://www_fsa.go.jp/news/30/shouken/20190729.html) 

















また 、 当 店 が 実施 し た 上 場 企業 役職 員 の 方 へ の ヒア リン グ 等 に お いて も 、 次 の よう な 声 が 聞か れ ま し た 。 
イン サイ ダー 取引 規制 は 、 初 心 者 に は わか り に くい 部 分 も ある の で 、 わ か りや すい 解説 を し て も 
MY だ い 。 
社内 規則 の 見 直し を 検討 する 際 、 他 社 の 状況 が わか る 資料 や 、 ひ な 型 が ある と あり が た い 。 
役職 員 が 投資 を せ ず 、 金 融 リ テラ シー 向上 の 機会 が 逐 し い 。 
何と な く 「 株 取引 は 良く な い 」 と いう 意識 が ある の で 、 健 全 な 投資 は 良い こと だ と いう メッ セー 
ン を 当局 か がら 則 (も らい た しり 


企業 の 役職 員 が 投資 を 控え る 要因 と し て は 、 株 取引 等 を 必要 以上 に 制限 する 内 容 と な っ て いる 社内 規 
則 や 、 株 取引 等 に 関す る 法令 や 社内 規則 が 正確 に 知ら れ て いな いこ と 等 が 考え られ ます 。 


以上 の よう な 背景 を 踏ま え 、 今回 の 0&A の 改訂 で は 、 イ ン サ イダ ーー 取引 に 該当 し な い 取 引 を 、 投 資 
経験 ・ 知 識 の 少な い 方 に も わか りや すく 解説 し 、 規 制 の 正確 な 理解 や 社内 規則 の 再 点検 等 を 促す こと と 
し 宜 し 門 。 


改訂 の 概要 


今回 の 改訂 で は 、「 は じ め に 」 に お いて 、 問 題 の な い 株 取引 等 を 抑制 する 必要 は な い 旨 の メッ セー ジ 
を 明確 に 打ち 出す と と も に 、 問 題 な い 取引 等 を わか りや すく 解説 し た 「 基 礎 編 ] ( 全 7 問 ) を 追加 し て 
いま す (従来 の Q&A ( 全 5 問 ) に つい て は 、 主 に 法令 解釈 の 指針 等 を 示す も の と し て 「 応 用 編 」 と 位 
置 付け まし た 。) 。 

具体 的 に は 、 重 要 事 実 を 知り 得る 立場 に ある 上 場 会 社 役職 員 で あっ て も 、① 実 際 に 重要 事実 を 知ら ず 
に 行う 株 取引 や 、② 重 要 事 実 公表 後に 行う 株 取引 、③E TF や 一 般 に 販売 され て いる 大 半 の 投資 信託 
(」-RE1T 等 を 除く ) の 取引 で あれ ば 、 イ ン サ イダ ー 取 引 規 制 と の 関係 で 問題 は な い 旨 を 明確 に 記 
起 ES 


また 、 上 場 企業 に お いて 社内 規則 の 再 点 検 を 行っ て いた だ く 場 合 に は 、 例 えば 、 
自社 株 や 取引 先 株 に つい て は 、 制 限 を 設け る と し て も 、 重 要 事 実 を 入手 する 機会 が 多い 役員 等 と 、 
一 般 職 員 を 区 別 し 、 後 者 は 前 者 と 比べ て より 緩やか に する 
自社 で 重要 事実 を 管理 し て いな いと 考え られ る 非 取引 先 株 や 、 イ ン サ イダ ー 取 引 規 制 の 対象 と 
な っ て いな い ETF や 大 半 の 投資 信託 に つい て は 、 特 段 の 制限 を 設け な い 
(220ma の UM の DS ISUUNAEMS ER 















































































































































































































































































































































































































































が 有用 と 考え ます が 、Q&A で は 、 そ の 際 に 参 図 3 上 場 会 社 に お ける イン サイ ダー 規制 や 社内 規則 の 
考 と な る 情報 を 紹介 し て いま す 。 ie 
さら に 、 資 産 形成 を 考え る きっ か け と し て 、 9 
金融 庁 に お ける 職員 の 投資 に 関す る ルー ル や 、 90 
N 1 SA 等 の 資産 形成 支援 の 取組 み も 紹介 し て 70 
いま す 。 60 
周知 普及 に 向け た 取組 み ee 
40 





企業 に お いて 、 役 職員 の 金融 リテラ シー 向上 
や 株 式 投資 等 を 通じ た 資産 形成 促進 を 図る た め 
に は 、 社 内 に お ける 啓発 活動 ( 図 3 参照 ) や 社 2 
内 規則 の 再 点 検 を 積極 的 に 実施 し て いた だ く こ 10 
と が 有用 と 考え られ ます 。 こ うし た 企業 の 取組 0 
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み を 進め て いく た め に は 、 企 業 経営 層 の ご 理解 2 a a a IO 
と リー ダー シッ プ が 重要 と な る ほか 、 あ わせ て 、 CO 放 ン ョ ピル PO 
社内 規則 に 係る 担当 部 署 の ご 理解 も 重要 と な り  xW 2 族 " の) グー @ ぐ 
ます 。 そ の た め 、 金 融 庁 で は 、 経 済 団体 等 を 通 多き 6 

じ 、 企 業 経営 層 及 び 担 当 部 署 の 双方 に 対し て 、 











5 ee ( 注 ) 複 数 回 答 可 。 数 字 は 概数 。 
今回 の Q&A 改訂 の 趣 呈 を 説明 する な ど 、 積 極 (出典) 日 本 取引 所 自主 規制 法人 ほか 「 第 4 回 全国 上 場 会 社 イ 


的 な 働き か け を 行っ て いき た いと 考え て いま す 。 ン サ イダ ー 取 引 管理 アン ケー ト 」(2016 年 10 月 ) よ り 金 融 庁 作成 。 




















| よい 仕事 お こし フェ ア 」 に 長官 出席 、 
[第 3 回 ちい きん 会 in 福島 」 開催 決定 


画 2019 「 よ い 仕 事 お こし フェ ア | に 金融 庁 が 参加 還 | コ 


先日 、 東 京 国際 フォ ー ラ ム で 開催 され た 2019「 よ い 仕 
事 お こし フェ ア ] で は 、 遠藤 金融 庁 長官 が 出席 し 、 鏡 開き 
を 行い まし た 。 ま た 、 ち いき ん 会 ※ の 展示 ブー ス を 設置 し 、 
これ まで の 模様 を 紹介 する と と も に 、 初 の 地方 開催 と な る 
「 第 3 回 ちい きん 会 in 福島 」 を 広報 し まし た 。 



























































一 第 3 回 [ちい きん 会 in 福島 | が 11 月 9 日 ( 土 ) に 開催 
決定 

福島 の 有志 か ら 地 元 を 元気 に し た いと いう 熱意 を 受け 、 PY 
11 月 9 日 ( 土 ) に 福島 民 報 本 社 (福島 駅 徒歩 5 分 ) に て 開催 し ます 。 当 日 は 、 ゲ スト 講演 、 参 加 者 プレ ゼン 
に 加え 、 軽 食 を と りな が ら 参 加 者 全員 と 交流 で きる 時 間 も あ り ま す 。 皆様 の お 越し を お 待ち し て お り ま す ! 












































回 還 員 回 









参加 に は 、 事 前 登録 が 必要 で す 。 
11 月 8 日 ( 金 ) 正午 まで に 、 こ ちら の mmm» 
QR コー ド か ら ご 登録 下さ い 。 





男 ! 


い 想 い を 持っ た 自治 体 職 員 ・ 金 融 機関 職員 同士 で 、 あ り の まま に 語り 合え る 出会い の 場 


計 革 手 人 


く 東 北 初 開催 !> 






14:00 ぅ 18:00 


熱 意 あ る 公務 員 + 金 融 マ ン を 集め た 「 ち いき ん 会 」 


「 ち いき ん 会 」 (「 地 域 」 と 「 金 融 」 と が コラ ボ す る よう に と 願い を 込め て 命名 ) と は 、 熱 意 あ る 公務 員 と 
ae 肩書 き を 外し て も 安心 し て 建設 的 な 議論 を 展開 する ミー ト ア ッ プ の 場 で す 。 ち いき ん 会 事務 
金融 庁 ・ 地 域 課題 解決 支援 チー ム な どの 省庁 や よん な な 会 の 有志 ほか 、 金 融 機関 の 有志 で 構成 され て い 9 
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お 知ら せ 


金融 庁 で は 


= た 
坊 寺 の 火 豆 【 


くく く 宣 [ 





は 台風 第 19 





ロ 台風 第 19 号 等 金融 庁 相談 人 


金融 庁 で は 





開設 し ま し た の で 、 金 記 


ロ 金融 機関 に よる きめ 細か な 支援 
金融 庁 ・ 日 本 銀行 と の 連名 で 、 
青 し まし た の で 、 被 


= 1 
電話 か ら 








台風 第 19 号 


局 で は 、 


56811 (フリ ー ダ イヤ ル ) 
は 03-5251-6813 に お か け く だ さい 。 











こ 対 する 迅速 な 復旧 ・ 


0 る 災害 ( 
人 機関 と の 取引 











財務 

















に 関し 、 「 令 和 


に 関し て や その ほ 
Moe 





【 平 日 





号 金融 庁 相 談 


台風 第 19 号 等 で 被災 され た 皆さま へ 


に 向け 以下 の と お り 支 援 し て まい り ま す 。 
炎 ダ イヤ ル 」 を 








元 年 台風 第 15 号 及び 第 19 
ご 心配 な こと が ある 場合 





な ど 、 お 気軽 に ご 相 


談 く 









































ァ くく く 


























な ど を 要 記 




















復旧 


時 に 向け 


へ こ 相 談 

















以下 の 
談 く だ さい 。 
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XN 


災害 救助 法 が 適用 され た 1 都 13 県 (※) 内 の 金 
され た 方 に お か れ ま し て は お 取 


| 先 で ある 金 
































金融 機関 等 に 対し 
テ 融 機 


新潟 県 、 

















千葉 県 、 











東京 都 、 神 奈川 県 、 


























董 | 


埼玉 県 、 
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、 和 群馬 県 、 
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福島 | 
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宮城 県 、 
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静岡 上 

















長野 県 、 









































予 等 の 条件 変 
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ロ | 復旧 ・ ・ 復 興 に 向け た 被災 地 へ の 金融 庁 ・ 財 務 局 職員 の 派遣 
司 う 六 め 1] 都 18 県 選対 


現地 の 被害 状況 や 被災 され た 方 の ニー ズ を 伺う た め 
被災 現場 や 地元 金融 機関 ・ 商 工 団体 か ら ニ ー ズ を 直接 確認 


ョ 同 M(Q 黒 な る 支援 を し まい りり まあ: 


生命 保険 金 又は 損 
ロ 住宅 ロー SHU 人 





ジ に ジ で ヽ ュ 

・ 預 戻 時 の 和 柔軟 な 取扱 い を する こ と 
帳 や 印鑑 が な い 場 合 に 、 

・ 貸 出 金 の 返済 獲 


es 





A 











に 関す る ガイ ドラ イン 」 に より 
る 金融 機関 へ ご 相談 いた だ き 、 


命 保険 及び 損害 保険 を 契約 され て いる 被災 され た 皆 さ dw 
流失 等 に より 保険 会 社 
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今般 の 災害 で 住宅 ロー ン な どの 返済 に 
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され た 地域 で 、 家 屋 
失っ た お 客 様 に つい て の 契 約 照 会 を 各 保険 協会 
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本 和 害 保険 協会 自 
受付 時 間 】 月 一 
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地域 生保 契約 照会 セン ター 
日 ・ 年 末年 始 ) 9 : 0 0 ~ 


日 ・ 年 末年 始 





災 さ れ た 皆さま の た め 


認 を 実施 し て 払 








きる 限り 迅速 に 
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と の 保険 契約 に 
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5425-7850 
00~17:00 


員 保 契約 照会 セン ター 0120-501331 (フリ ー ダ イヤ ル ) 
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損保 契約 照会 セン ター " 3:= 
日 ・ 年 末年 始 ) 9 : 


め 、 よる 被災 者 の 債務 整 
減額 と いっ た 支援 が ご ざい ます の で 、 お 取引 先 で 


関す る 手掛かり を 

















職員 派遣 を 行い 、 








上 、 引 き 続き 復旧 ・ 








・ 復 興 に 








金融 庁 ウ ェ ブ サイ ト で は 、 


上 田 市 千曲 ) 
被災 者 支援 の た め の 施 策 を 取り まとめ た 特設 サイ ト を 開設 し て お 


詳 | く は こち ら ぅ https://www.fsa.go.jp/ordinary/typhoon201910/press.html 
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中 (上 田 電鉄 別所 線 ) 


























八 十 二 銀 行 豊野 支店 


り ま す 。 10 


今月 の 金融 庁 の 主 な 取組 み 
(2019 年 10 月 1 日 一 10 月 25 日 ) 





つみ た て NISA 対 象 商 品 届出 一 覧 及び 取扱 金融 機関 一 覧 (10 月 1 日 ) 

スチ ュ ワ ー ド シッ プ ・ コ ー ド の 受入 れ を 表明 し た 機関 投資 家 の リ スト (10 月 
金融 審議 会 「 市 場 構造 専門 グル ー プ ] (第 3 回 ) を 開催 (10 月 2 日 ) 

[金融 業界 横断 的 な サイ バー セキ ュ リ ティ 演習 (Delta Wall 4 ) 」 の 実施 (10 月 3 日 一 11 日 ) 
偽造 キャ ッシュ カー ド 等 に よる 被害 発生 等 の 状況 (10 月 4 日 ) 


金融 審議 会 「 決 済 法制 及び 金融 サー ビス 仲介 法制 に 関す る ワー キン グ ・ グ ルー プ | (第 1 回 ) を 開催 
(10 月 4 日 ) 


外国 人 の 受入 れ ・ 共 生 に 関す る 金融 関連 施策 (10 月 7 日 ) 

「 令 和 元 年 台風 第 15 号 及び 第 19 号 金融 庁 相 談 ダ イヤ ル ] を 開設 (10 月 15 日 ) 

財務 局 が 令 和 元 年 台風 第 19 号 に 伴う 災害 に 対し 金融 上 の 対応 に つい て 要請 (10 月 15 日 ) 
[ 令 和 元 年 台風 第 19 号 関連 情報 」 特設 ペー ジ を 開設 (10 月 16 日 ) 

[経済 価値 ベー ス の ソル ベン シー 規制 等 に 関す る 有識者 会 議 ] (第 4 回) を 開催 (10 月 
| マネ ー・ ロ ー ン ダリ ング 及び テロ 資金 供与 対策 の 現状 と 課題 」] (2019 年 9 月 ) (10 月 
10 月 24 日 に 「 金 融 仲 介 の 改善 に 向け た 検討 会 議 ] (第 20 回 ) を 開催 (10 月 23 日 ) 

金融 審議 会 「 市 場 構造 専門 グル ー プ | (第 4 回 ) を 開催 (10 月 23 日 ) 

10 月 23 日 に 金融 審議 会 「 市 場 ワ レー キン グ ・ グ ルー プ | (第 25 回 ) を 開催 (10 月 24 日 ) 


金融 審議 会 「 決 済 法制 及び 金融 サー ビス 仲介 法制 に 関す る ワー キン グ ・ グ ルー プ | (第 2 回) を 開催 
(10 月 24 日 ) 


10 月 30 日 に 金融 審議 会 「 決 済 法制 及び 金融 サー ビス 仲介 法制 に 関す る ワー キン グ ・ グ ルー プ | (第 3 
) を 開催 (10 月 24 日 ) 


監査 法人 の ロー テー ショ ン 制 度 に 関す る 調査 報告 (第 二 次 報告 ) (10 月 




























































































































































































































































































































































































































































































































































































Vv VV VV VV VV Vv YV YY 






































































































































twitter 情 報 発信 





・ Twitter 金融 庁 公 式 ア カウ ント 
https://twitter.com/fsa JAPAN 
・ 金融 庁 NISA 特 設 サ イト 
https://www.fsa.qo.]p/policy/nisa2/index.html 








・ 金融 庁 金融 サー ビス 利用 者 相談 室 
https://www.fsa.qgo.1p/receipt/soudansitu/index.html 
(受付 時 間 : 平日 10 時 17 時) 
電話 (ナビ ダイ ヤル ) : 0570-016811 FAX:03-3506-6699 

※IP 電 話 か ら は 、03-5251 6811 に お か け く だ さい 。 








編集 後記 
アク セス F S A10 月 号 を ご 覧 いた だ き あ り が と う ご ざ いま す 。 今 月 は 宮下 副 大 臣 に お 話 を お 聞き し まし た 。 こ ご 
れ ま で の 幅広 い ご 経験 や 政策 に 対す る 思い を 情熱 的 に 語っ て くだ さっ た 姿 が 印象 的 で し た 。11 月 9 日 に は 、 福 島 


で ちい きん 会 が 開催 され ます 。 地 域 を 盛り 上 げ る た め 、 た くさ ん の 方 に ご 参加 いた だ けれ ば と 思っ て お り ま す 。 


金融 庁 広報 室長 和田 良隆 
編集 ・ 発 行 : 金融 庁 広報 室 





